
（別添様式）

①事故繰越しの概要

円

②明許繰越・翌債 承認番号 承認年月日

③

④

⑤

⑥

所　在

箇所名

事故繰越しを必要とする理由書 （通常用）

支出負担行為担当官

所管・会計 組織・項

「目」の名称 「目の細分」の名称

事項名

事業内容

用地の関係 補償処理の困難 資材の入手難

事項名

試験研究に際しての事前
調査又は研究方式の決定
の困難

支出負担行為年月日

要繰越額

内容

明許繰越し（翌債）の
承認番号及び承認年月日

号

箇所名

支出負担行為済額 円

繰越事由

計画に関する諸条件 設計に関する諸条件 気象の関係

その他の場合は事由を記入

）

事故事由

事故発生年月日 （～

当初の事業計画 ～

明許繰越し（翌債）後の事業計画 ～

事故繰越し後の事業計画 ～

⑦事業の遅れに繋がった他の要因があれば、その原因等を事業計画との比較（中断・再開時期の理由、工期の長期化の理由など）で説明してください。

連 絡 先

T E L （内線）

担当



（記載例　直轄事業） （別添様式）

①事故繰越しの概要

円

②明許繰越・翌債 承認番号 承認年月日

③

④

⑤

⑥

⑦事業の遅れに繋がった他の要因があれば、その原因等を事業計画との比較（中断・再開時期の理由、工期の長期化の理由など）で説明してください。

連 絡 先

T E L （内線）

担当

○○局○○部○○課

○○○-○○○-○○○○（直通）

○○　○○

R〇.4.15 工事により発生する振動について、近隣住民から苦情が生じたため、対策を検討。（1.5ヶ月）

当初の事業計画 令和☆年4月1日 ～ 令和☆年11月30日

明許繰越し（翌債）後の事業計画 令和☆年4月1日 ～ 令和〇年8月31日

事故繰越し後の事業計画 令和☆年4月1日 ～ 令和△年4月30日

）

事故事由

本工事は、R○.3.31に契約締結（工期：R○.8.31まで）したものである。

R○.8.15 　道路新設工事を進めていたところ、地盤が想定していたよりも軟弱である箇所が出現したため、工事を中断。
R○.8.15～R〇.11.15
　　　　　　　詳細調査、対策検討及び設計見直し（軟弱地盤の範囲を調査したうえで、地盤改良工を追加）
R○.11.16  工事再開

　以上、8月15日から11月15日にかけて約3か月の不測の日数を要したほか、当地域では、12月15日から3月31日までの
約3.5か月間は冬期工事中止期間となるため、年度内の事業完了が困難となった。

事故発生年月日 令和○年8月15日 （～

△△地区

繰越事由

計画に関する諸条件 設計に関する諸条件 気象の関係

その他の場合は事由を記入

支出負担行為済額 50,000,000 円

通行規制時間

支出負担行為年月日 令和○年3月31日

要繰越額 30,000,000

内容

明許繰越し（翌債）の
承認番号及び承認年月日

関財主○第 ○○○○ 号 令和○年1月20日

箇所名

工事費

事項名

○○県○○市○○地先

事業内容
　道路新設 L=〇m、W=○m
【うち今回繰越し対象】
　道路新設 L=〇m、W=○m

用地の関係 補償処理の困難 資材の入手難

事項名 △△地区○○道路整備工事

試験研究に際しての事前
調査又は研究方式の決定
の困難

ア

△△地区○○道路整備工事

所　在

箇所名 △△地区

事故繰越しを必要とする理由書 （通常用）

支出負担行為担当官 ○○局長

所管・会計 ○○省・一般会計 組織・項 ○○本省・○○整備事業費

「目」の名称 ○○事業費 「目の細分」の名称



（記載例　補助事業） （別添様式）

①事故繰越しの概要

円

②明許繰越・翌債 承認番号 承認年月日

③

④

⑤

⑥

箇所名 △△地区

　道路新設 L=〇m W=○m、用地買収 A=〇㎡、物件補償 立木〇本・倉庫〇棟
【うち今回繰越し対象】
　道路新設 L=〇m W=○m

要繰越額 3,000,000

用地の関係 補償処理の困難
試験研究に際しての事前
調査又は研究方式の決定
の困難

気象の関係設計に関する諸条件

事故繰越しを必要とする理由書 （通常用）

所管・会計 ○○省・一般会計 組織・項 ○○本省・○○整備事業費

「目」の名称 ○○整備事業費補助 「目の細分」の名称 ○○整備事業費補助

事項名 ○○県○○基盤整備事業費補助（○○地区ほか〇箇所）のうち△△地区

所　在 ○○県○○市○○地先

事業内容

内容

価格

ア

事項名 ○○県○○基盤整備事業費補助（○○地区ほか〇箇所）

箇所名 △△地区

）

資材の入手難

⑦事業の遅れに繋がった他の要因があれば、その原因等を事業計画との比較（中断・再開時期の理由、工期の長期化の理由など）で説明してください。

R〇.4.15 工事により発生する振動について、近隣住民から苦情が生じたため、対策を検討。（1.5ヶ月）

事故事由

本工事は、R○.3.31に契約締結（工期：R○.8.31まで）したものである。

R○.8.15 　道路新設工事を進めていたところ、地盤が想定していたよりも軟弱である箇所が出現したため、工事を中断。
R○.8.15～R〇.11.15
　　　　　　　詳細調査、対策検討及び設計見直し（軟弱地盤の範囲を調査したうえで、地盤改良工を追加）
R○.11.16  工事再開

　以上、8月15日から11月15日にかけて約3か月の不測の日数を要したほか、当地域では、12月15日から3月31日までの
約3.5か月間は冬期工事中止期間となるため、年度内の事業完了が困難となった。

令和☆年4月1日

令和☆年4月1日

（～事故発生年月日 令和○年8月15日

令和☆年4月1日

計画に関する諸条件

当初の事業計画

明許繰越し（翌債）後の事業計画

事故繰越し後の事業計画

繰越事由
その他の場合は事由を記入

令和☆年11月30日

令和〇年8月31日

令和△年4月30日

～

～

～

支出負担行為年月日 令和☆年4月1日

支出負担行為済額 5,000,000 円

支出負担行為担当官 ○○県○○部長

明許繰越し（翌債）の
承認番号及び承認年月日

関財主○第 ○○○○ 号 令和○年1月20日

連 絡 先

T E L （内線）

担当

○○県○○部○○課

○○○-○○○-○○○○（○○○）

○○　○○


